研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　青南病院　　　　職　種　准看護師　　　　　氏　名　藤原　百合子

	期　　間　　平成　22年　9月　8日　

	出張目的　若年性認知症啓発フォーラム

	出 張 先　東奥ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜要旨＞

· 若年性認知症の就労型活動･地域型活動による生活維持への支援

　若年認知症社会参加型支援センター　ジョイント　所長・作業療法士　比留間　ちづ子

· 若年性認知症者を取り巻く環境

　　　青森県立保健大学　　　　　吹田　多起子

· 若年性認知症　ケアモデル事業（県委託事業）　若年性認知症サポートセンター　ゆえみ

　　　こころすこやか財団　松倉典子

それぞれパネルディスカッションを行い、現在実施されている事業の内容と課題についてお話があった。

＜考察＞

　今回の若年性認知症啓発フォーラムでは、当法人からの参加者のほか、多数の認知症に関わるスタッフの方々が参加されており、関心の高さが伺えた。

　私が今回のフォーラムで強く印象点けられたのは、若年性認知症患者が初回の介護認定を受けた時の介護度は「要介護1～２」が６割以上であるが、２年後の介護度は「要介護4～5」と介護度が上がるケースが５割以上もあるということ。自分が認知症ケア病棟で勤務していたときにも、若年性認知症の男性が入院されていたが、確かに入院時からの認知機能を比較すると低下は著しく、特に家族（妻）を見ても何の感情も表出せず、認知できなくなってしまった。それでも、家族が認知症が進んだ今でもその人らしく・その人の意思を尊重して接している姿には感服した。若年性認知症の個別性が、生活歴・職業履歴・発症後の支援環境などの背景で大きく影響を受けているということは、入院してからのケア・支援がどのようなものであるかによって、その後の認知機能に大きく影響があることもわかった。　　

また、今まで認知症患者への関わりとして、何が必要だったのか、何が足りなかったのかを考察する機会となった。どちらかというと患者様の現在の身体機能を保持することに注意が向きすぎたケアになっていたし、業務の忙しさを理由にして患者をよく看ていないことも分かった。その人の特性にあった選択や本人への信頼度・行動ペースの理解・チャレンジへの機会の重要性について知る事で、自分の看護のあり方に良い刺激となったと思う。

また、家族は認知症患者を抱えながらも、サポートの存在を知らずに家族単体で悩んでいる事が多いことも分かった。近年では、若年性認知症と診断を受けた本人が、自分の体験をオープンにする事で、社会全体の若年性認知症に対する見方・家族へのサポートのあり方について考察し地域ぐるみで取り組むことが増えている。

　今後もさらに増加することが予想される認知症患者に対し、医療従事者としての課題を考える機会となった。自分が発症したときにどのようなケア・支援をして欲しいか、家族のあり方についても改めて考えさせられた。自分の病棟には認知症の患者はほとんどいなくても、スタッフ間の意識や関わりのポイントには共通するものが多くあった。そのことは今後の看護に生かして生きたいし、現場のスタッフにも周知してもらってよりよいケアの展開を目指したい。
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